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Case Study

GORE® リメディア® 触媒フィルターバッグ
都市ゴミ焼却炉
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課題

日本では廃棄物焼却場に2002 年からダイオキシンの新規制が施
行されるため、本施設では1999 年に粉末活性炭吸着法(PAC)を導
入した。しかし飛灰のダイオキシン濃度が上昇してしまった。
施設名：芦辺町クリーンセンター
所在地： 長崎県芦辺町

ソリューション
設備工程の概要：ストーカ炉－ガス冷却室－熱交換器－バグフィルタ－煙突 

ライン数：2（バグフィルタは1）
ゴア® リメディア® 触媒フィルターバッグ使用ライン数：2

ゴア® リメディア® 触媒フィルターバッグ導入日：2000年6月

結果

活性炭使用時に比べて、排出量及び飛灰のダイオキシン濃度は
共に減少した。排出量は立ち上げ、通常、立ち下げ運転全ての運
転状態で、安定して低い濃度を実現した。
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ダイオキシン
対策

活性炭
吹き込み ゴア® リメディア® 触媒フィルターバッグ燃焼制御

測定位置
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データ

処理能力

処理風量 

バグフィルタ内温度

ろ過面積

17t/日（8.5t/8h×2 ライン）
20,000m³N/hr（Wet）
190－210℃
504m²
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https://www.gore.co.jp/products/dioxin-furan-filters-for-crematoriums-incinerations-metals-processing

